
６．

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０
で
、

製
造
業
は
半
減
す
る
！

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
製
造
業
全
体
に
わ
た

る
も
の
で
あ
る
が
、
製
造
過
程
に
対

す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
嵐
も
激
し

い
。Ｇ

Ｅ
を
筆
頭
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

の
開
発
・
活
用
は
急
速
で
、
こ
れ
に

よ
り
耐
久
性
を
飛
躍
的
に
あ
げ
、
軽

量
化
を
は
か
り
、
原
料
の
無
駄
の
最

小
化
を
め
ざ
す
ほ
か
、
開
発
と
製
造

期
間
の
短
縮
の
競
争
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
提
唱
す
る
多
品

種
少
量
生
産
は
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に

対
応
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
要
求
す

る
も
の
で
、
部
品
の
少
数
化
の
競
争

と
あ
わ
せ
れ
ば
、
部
品
業
者
は
少
数

の
有
力
企
業
し
か
残
れ
な
い
。
再
編

に
よ
る
集
約
化
の
動
き
が
活
発
化
し

て
お
り
、
そ
れ
に
乗
り
遅
れ
れ
ば
、

市
場
か
ら
の
退
出
だ
。

ま
た
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０

が
目
指
す
多
品
種
少
量
生
産
は
、
企

業
間
が
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
こ
と
が

前
提
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ

た
上
、
ク
ラ
ウ
ド
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
解
析
に
よ
り
、
製
造

過
程
の
合
理
化
、
在
庫
の
適
正
管
理
、

最
適
な
運
送
管
理
を
実
現
す
る
。
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
乗
れ
な
い
も
の

は
、
も
は
や
存
在
意
義
を
失
う
こ
と

に
な
る
。
小
資
本
の
中
小
企
業
は
、

合
併
統
合
し
て
体
力
を
付
け
、
必
要

な
設
備
投
資
と
市
場
開
拓
が
で
き
な

け
れ
ば
、
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

製
造
業
半
減
の
勢
い
は
世
界
の
趨

勢
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
製
造

業
は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
。
企
業
数

は
、
１
９
８
１
年
の
71
万
４
０
０
０

件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
１
９

９
８
年
の
調
査
で
は
66
万
３
０
０
０
、

２
０
０
９
年
に
は
62
万
、
２
０
１
２

年
に
は
57
万
６
０
０
０
企
業
と
、
減

少
傾
向
は
加
速
化
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
高
度
経
済
成
長
の
負
の

遺
産
処
理
で
あ
り
、
経
営
者
の
高
齢

化
の
中
で
廃
業
し
て
消
滅
、
あ
る
い

は
倒
産
し
て
退
場
し
た
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０

に
よ
る
淘
汰
の
嵐
が
加
わ
る
こ
と
に

な
る
。

７．

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
車
の
実
需

用
は
半
減
！

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
で
は
、
製
造
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
、
サ
ー
ビ

ス
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
爆
発
さ

せ
た
。
こ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
、
車
の
自
動
運
転
と
相
ま
っ

て
、
車
の
実
需
用
を
40
％
減
ら
す
と

か
、
半
減
さ
せ
る
と
い
わ
れ
る
。

高
い
車
を
買
っ
て
、
休
日
、
数
時

間
利
用
す
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
資

本
財
を
眠
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

無
駄
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

カ
ー
シ
ェ
ア
や
シ
ェ
ア
ラ
イ
ド
な
ど

の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
あ

る
。
ま
た
、
自
動
運
転
と
な
れ
ば
、

運
転
手
の
勤
務
時
間
に
拘
束
さ
れ
な

い
の
で
、
24
時
間
の
運
用
が
可
能
と

な
る
な
ど
、
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
、
タ

ク
シ
ー
の
よ
う
な
商
用
車
も
、
車
を

車
庫
に
眠
ら
す
時
間
を
最
小
に
で
き

る
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
自

動
運
転
で
車
の
実
需
要
が
半
減
す
る

と
い
う
の
は
、
決
し
て
誇
張
で
な
い

は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
い
ま
は
、
世
界
を
あ
げ

て
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
を
押
さ
え
る
カ
ー

ボ
ン
レ
ス
社
会
の
実
現
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
11
月
の

パ
リ
条
約
発
効
は
、
こ
れ
に
拍
車
を

か
け
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

電
気
自
動
車
が
セ
ッ
ト
と
な
り
、
開

発
競
争
が
加
速
化
し
て
い
る
。
こ
と

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
洋
上
風
力
を

中
心
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

技
術
開
発
は
激
し
い
。

電
気
自
動
車
は
、
構
造
が
ピ
ス
ト

ン
エ
ン
ジ
ン
車
に
比
べ
シ
ン
プ
ル
で
、

部
品
点
数
が
少
な
く
て
す
む
。
そ
の

た
め
、
新
規
参
入
者
が
増
え
る
は
ず

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
ス
ラ
は
既

に
実
績
が
あ
る
が
、
中
国
で
は
、
バ

ス
の
製
造
を
中
心
に
雨
後
の
竹
の
子

の
よ
う
に
、
電
気
自
動
車
の
メ
ー
カ

ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、

ド
イ
ツ
メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
て
い
る

た
め
、
技
術
水
準
も
高
く
、
バ
ス
を

日
本
に
輸
出
す
る
よ
う
な
段
階
と
な

っ
て
い
る
。

タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
、
電
気

自
動
車
の
製
造
計
画
が
あ
る
な
ど
、

新
規
参
入
の
勢
い
は
予
想
以
上
で
あ

る
。既

存
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
ご

く
近
い
将
来
、
自
動
運
転
と
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
展
開
と
、
新

興
の
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
追
い

上
げ
で
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

で
は
と
う
て
い
生
き
て
い
け
な
い
こ
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

と
に
な
ろ
う
。

８．

ド
イ
ツ
は
強
い
適
応
能
力
を
も

つ
！資

本
主
義
社
会
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
減
少
、
実
需
用
の
縮
小
は
常
に

起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と

き
に
は
、
駄
目
に
な
っ
た
企
業
を
早

め
に
整
理
さ
せ
て
、
周
り
に
対
す
る

悪
影
響
を
最
小
化
し
、
そ
こ
に
い
る

人
材
を
再
教
育
し
て
発
展
産
業
に
移

動
さ
せ
、
企
業
社
会
の
新
陳
代
謝
を

は
か
る
こ
と
が
唯
一
の
解
決
策
で
あ

る
。イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４．

０
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
爆
発
は
、
一
方

で
大
量
の
ゾ
ン
ビ
企
業
を
生
み
出
す
。

企
業
の
新
陳
代
謝
の
仕
組
み
を
持
っ

て
い
な
い
と
、
こ
の
大
量
の
ゾ
ン
ビ

企
業
が
、
経
済
発
展
の
足
を
引
っ
張

る
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
で
は
、
ド
イ
ツ
は
抜
か
り

が
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
新
陳
代

謝
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
国
を
挙
げ
て
、
大
胆
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
突
き
進
む
こ
と

が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

ド
イ
ツ
に
は
、G

e
rm

a
n
 In

so
l -

ven
cy A

ct

（
正
式
に
は
、
英
文
表
記

でS
p
e
cia

l P
ro

visio
n
s o

f C
o
n
 -

su
m

er In
so

lven
cy P

ro
ceed

in
gs

an
d
 th

e D
isch

arge o
f R

esid
u
al

D
eb

ts

と
い
う
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
の
破
産
法
と
民
事
再
生
法
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
企
業
が
、
支
払
不

能
（
債
務
超
過
で
支
払
い
停
止
）
と

な
っ
た
時
に
は
、
取
締
役
（d

irecto
r

）

は
、
相
当
の
期
間
内
に
、
支
払
い
不

能
手
続
き
の
申
し
立
て
を
す
る
義
務

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
怠
る

と
、
当
該
会
社
、
第
三
者
、
及
び
公

的
機
関
（
税
務
当
局
を
含
む
）
に
、

損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

更
に
、
支
払
い
不
能
の
手
続
き
を

申
し
立
て
る
べ
き
状
況
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
秘
す
な
ど
、

相
手
当
事
者
に
損
害
を
及
ぼ
す
方
法

で
契
約
し
た
り
取
引
に
引
き
ず
り
込

ん
だ
り
す
る
と
、
刑
事
罰
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
取
締
役
に
民
事
責
任

だ
け
で
な
く
、
刑
事
責
任
ま
で
課
す

こ
と
で
、
ゾ
ン
ビ
企
業
が
延
命
す
る

こ
と
を
許
さ
ず
、
企
業
の
新
陳
代
謝

を
半
強
制
的
に
促
す
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
な

法
制
度
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
チ
ャ

プ
タ
ー
イ
レ
ブ
ン
の
申
請
（
連
邦
倒

産
法
第
11
条
。
日
本
の
民
事
再
生
法

に
当
た
る
）
は
、
支
払
不
能
の
段
階

に
達
し
て
い
な
く
て
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
企
業
の
新
陳
代
謝
能

力
は
極
め
て
高
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
爆
発
の
な
か
で
、
ゾ
ン
ビ
企
業

が
、
企
業
社
会
の
足
を
引
っ
張
る
心

配
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

９．

新
陳
代
謝
能
力
の
欠
落
し
た
日

本
は
ど
う
な
る
？

日
本
は
、
ド
イ
ツ
と
は
１
８
０
度

逆
の
方
向
に
向
い
て
い
る
。
も
と
も

と
、
日
本
の
破
産
法
や
民
事
再
生
法

は
、
支
払
不
能
と
な
っ
た
と
き
に
、

損
害
賠
償
や
刑
事
罰
で
、
法
的
手
続

き
を
強
制
す
る
仕
組
み
は
な
い
。
支

払
不
能
と
な
っ
て
も
、
経
営
者
は
会

社
を
延
命
さ
せ
る
べ
く
、
苦
闘
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
万
策
尽
き

て
倒
産
す
る
と
き
に
は
正
に
滅
茶
苦

茶
で
、
破
産
手
続
の
申
請
を
し
て
も

配
当
も
で
き
ず
、
夜
逃
げ
同
然
と
な

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
社
会

的
損
失
は
深
刻
で
あ
る
。

企
業
の
新
陳
代
謝
に
無
頓
着
と
い

う
こ
と
は
、
市
場
か
ら
退
場
す
る
企

業
の
人
材
を
再
教
育
し
て
、
成
長
分

野
に
向
か
わ
せ
る
シ
ス
テ
ム
も
皆
無

に
近
い
。

２
０
０
９
年
11
月
、
民
主
党
政
権

は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況

対
策
と
し
て
、
金
融
円
滑
法
を
成
立

さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
が
返

済
困
窮
し
た
と
き
、
希
望
す
れ
ば
、

金
融
機
関
に
一
定
期
間
支
払
い
を
猶

予
す
る
も
の
で
あ
り
、
端
的
に
言
え

ば
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
返
済

で
き
な
く
な
っ
て
も
、
返
済
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
変
更
し
、
多
く
は
、
利
息

だ
け
支
払
え
ば
、
元
本
の
返
済
を
猶

予
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
端
的

に
言
え
ば
、「
支
払
不
能
」
と
な
っ
て

も
、
企
業
を
無
理
矢
理
延
命
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
自
体
は
、
２
０
１
１
年
３
月

31
日
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た
が

２
回
延
長
さ
れ
、
２
０
１
３
年
３
月

31
日
、
延
長
が
な
さ
れ
ず
、
や
っ
と

期
限
切
れ
で
失
効
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
２
年
12
月
に

発
足
し
た
安
倍
政
権
は
、
失
効
後
も
、

事
実
上
ゾ
ン
ビ
企
業
の
延
命
策
を
継

続
さ
せ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
中
小

企
業
の
不
良
債
権
を
抱
え
て
い
る
地

銀
、
信
用
金
庫
の
引
当
金
を
積
ま
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
金
融
庁
が
「
大

目
に
見
る
」
と
い
う
手
法
で
、
返
済

猶
予
を
継
続
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。日

本
は
、
こ
の
よ
う
に
、
企
業
の

新
陳
代
謝
と
い
う
こ
と
に
は
無
頓
着

で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、「
変
わ
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
与
党
に
と

っ
て
も
、
野
党
に
と
て
も
、
最
も
尊

重
す
べ
き
国
是
と
考
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
ゾ
ン
ビ
企
業
を
、
無
理

矢
理
延
命
さ
せ
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ

や
ア
メ
リ
カ
と
は
、
全
く
逆
の
状
況

が
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
製
造
業
が
半
減
し
、

自
動
車
の
実
需
要
が
半
減
し
、
電
気

自
動
車
の
新
興
メ
ー
カ
ー
が
雨
後
の

竹
の
子
の
よ
う
に
登
場
す
る
と
い
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
企
業
社

会
の
劇
変
の
な
か
で
日
本
の
将
来
に

ど
の
よ
う
な
事
態
を
も
た
ら
す
の
だ

ろ
う
か
。

ど
こ
か
で
、
ゾ
ン
ビ
企
業
を
延
命

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
市

場
を
混
乱
さ
せ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
勢
い
を
大
き
く
削
ぎ
、
日
本
が
ア

メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
や
中
国
に
、
置
い

て
き
ぼ
り
を
食
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載内容の無断転載・転用を固く禁じます。 

 

金子博人法律事務所 

〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目10番4号 和孝銀座8丁目ビル7階 

http://www.kaneko-law-office.jp 

http://www.kaneko-law-office.jp/

